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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびウィンドウ表示拡大制御方法

(57)【要約】
【課題】超高精細対応の表示データを、転送レートを上
げることなく転送することと、ＶＧＡ程度の動画像を、
超高精細、あるいはマルチパネルといった大画面表示装
置に表示するための方式を実現するものである。
【解決手段】表示制御部８が、表示位置、拡大率等のパ
ラメータも含めた一纏まりのパケットとして、表示が更
新される部分のみ転送される表示データを受け取り、上
記パラメータに従って処理された表示データを一旦画面
格納手段１４に格納し、液晶パネル２０の表示タイミン
グに合わせて、格納した表示データを画面格納手段１４
から読み出し、液晶表示用の信号を生成し、データ線駆
動手段１６、走査線駆動手段１８によって、液晶パネル
２０を表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶表示パネルと、
外部装置から前記液晶表示パネルの一部分である矩形領
域（ウィンドウ）に対応する表示データと、前記表示デ
ータが前記液晶表示パネル上に表示されるべき位置情報
と、前記表示データの拡大率を含む制御パラメータとを
受信する表示を受信する表示制御回路と、
前記液晶表示パネルで表示される少なくとも一画面分の
画像データを格納できる容量を有し、前記液晶表示パネ
ルの表示位置と格納位置とを対応させて前記画像データ
を格納する格納手段とを有し、
前記表示制御回路は、
前記表示データを前記制御パラメータに従って、前記液
晶表示パネルに出力する画像データに変換して、前記画
像データを前記液晶表示パネルにおける表示位置に前記
格納手段の格納位置を対応させて出力し、
前記格納手段に格納された画像データを含む前記液晶表
示パネルの一画面分のデータを読み出し、前記液晶表示
パネルに表示する、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】請求項１記載の液晶表示装置において、
前記外部装置から入力される表示データは、前記液晶表
示パネルの所定領域に対応するデータ毎に複数のパケッ
トデータとして送られてくるものであることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項３】請求項１記載の液晶表示装置において、
前記外部装置から入力される前記制御パラメータの位置
情報は、前記液晶表示パネルの所定領域を特定する本信
号アドレスと、前記表示データが前記液晶表示パネル上
で表示されるべき表示位置を水平方向と垂直方向とで表
すアドレス情報とを含むことを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項４】請求項１記載の液晶表示装置において、
前記表示制御回路は、
前記格納手段に前記表示データを格納する際には、前記
表示データが前記液晶表示パネルに表示される位置に対
応する格納位置のみ画像データの上書きを行い、
前記格納手段から画像データを読み出す際には、前記液
晶表示パネルの全領域に対応する画像データを読み出
し、前記液晶表示パネルに出力することを特徴とする、
液晶表示装置。
【請求項５】請求項１記載の液晶表示装置において、
前記表示データは、シリアルデータであり、
前記表示制御回路は、前記シリアルデータをＲ，Ｇ，Ｂ
のパラレル画像データに変換することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項６】請求項１記載の液晶表示装置において、
前記表示データは、ＬＶＤＳ（ロー  ボルテージ  ディ
ファレンシャル  シグナリング）シリアルデータまた
は、ＧＶＩＦ（ギガ－ビット  ビデオ  インターフェー
ス）であり、
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前記表示制御回路は、前記シリアルデータをＲ，Ｇ，Ｂ
のパラレル画像データに変換することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項７】複数の液晶表示パネルと、
前記複数の液晶表示パネルのそれぞれに対応して設けら
れる表示制御回路と、格納手段とを有し、
前記表示制御回路の一つは、外部装置から前記複数の液
晶表示パネルで構成される一つの表示画面の一部分であ
る矩形領域（ウィンドウ）に対応する表示データと、前
記表示データが前記複数の液晶表示パネルで構成される
表示画面上に表示されるべき位置情報と、前記表示デー
タの拡大率を含む制御パラメータとを含む制御パラメー
タを受信し、前記受信した表示データを処理すべきか否
かを前記制御パラメータの位置情報に基づいて判定し、
該判定の結果、自身が処理すべき表示データを前記制御
パラメータに従って画像データに変換し、他の前記表示
制御回路が処理すべき表示データを当該他の表示制御回
路に出力するものであり、
前記各格納手段の一つは、前記複数の液晶表示パネルの
一つの液晶表示パネルで表示される少なくとも一画面分
の表示データを格納する容量を有し、対応する前記表示
制御回路によって変換された画像データを、前記制御パ
ラメータに従って前記表示パネルにおける表示位置と格
納位置とを対応させて格納するものであり、
前記各表示制御回路は、対応する前記格納手段に格納さ
れた画像データを含む前記液晶表示パネルの一画面分の
データを読み出し、対応する前記液晶表示パネルに表示
する、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】請求項８記載の液晶表示装置において、
前記複数の液晶表示パネルは、第１から第４の液晶表示
パネルで構成されており、
前記第１の液晶表示パネルは、前記一つの表示画面の左
上の表示領域を構成し、前記第２の液晶表示パネルは、
前記一つの表示画面の右上の表示領域を構成し、前記第
３の液晶表示パネルは、前記一つの表示画面の左下の表
示領域を構成し、前記第４の液晶表示パネルは、前記一
つの表示画面の右下の表示領域を構成し、
前記第１から第４の表示制御回路は、それぞれ対応する
前記液晶表示パネルを駆動するデータ線駆動手段と、走
査線駆動手段とを有し、前記一つの表示画面の該当部分
を分割駆動することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】請求項８記載の液晶表示装置において、
前記外部装置から入力される表示データは、前記液晶表
示パネルの所定領域に対応するデータ毎に複数のパケッ
トデータとして送られてくるものであることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項１０】請求項８記載の液晶表示装置において、
前記外部装置から入力される前記制御パラメータの位置
情報は、前記一つの表示画面の所定領域を特定する本信
号アドレスと、前記表示データが前記表示画面上で表示
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されるべき表示位置を水平方向と垂直方向とで表すアド
レス情報とを含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】請求項８記載の液晶表示装置において、
前記複数の表示制御回路はそれぞれ、前記対応する格納
手段に前記表示データを格納する際には、前記表示デー
タが前記対応する液晶表示パネルに表示される位置に対
応する格納位置のみ画像データの上書きを行い、
前記対応する格納手段から画像データを読み出す際に
は、前記対応する液晶表示パネルの全領域に対応する画
像データを読み出し、前記対応する液晶表示パネルに出
力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】請求項８記載の液晶表示装置において、
前記表示データは、シリアルデータであり、
前記複数の表示制御回路は、前記シリアルデータをＲ，
Ｇ，Ｂのパラレル画像データに変換することを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項１３】請求項８記載の液晶表示装置において、
前記表示データは、ＬＶＤＳ（ロー  ボルテージ  ディ
ファレンシャル  シグナリング）シリアルデータまた
は、ＧＶＩＦ（ギガ－ビット  ビデオ  インターフェー
ス）であり、
前記複数の表示制御回路は、前記シリアルデータをＲ，
Ｇ，Ｂのパラレル画像データに変換することを特徴とす
る液晶表示装置
【請求項１４】外部装置から前記液晶表示パネルの一部
分である矩形領域（ウィンドウ）に対応する表示データ
と、前記表示データが前記液晶表示パネル上に表示され
るべき位置情報と、前記表示データの拡大率を含む制御
パラメータとを受信し、
前記表示データを前記制御パラメータに従って、前記液
晶表示パネルに出力する画像データに変換し、
液晶表示パネルで表示される少なくとも一画面分の画像
データを格納できる容量を有する格納手段に、前記液晶
表示パネルの表示位置と格納位置とを対応させて前記画
像データを格納し、
前記画像データを前記液晶表示パネルにおける表示位置
に前記格納手段の格納位置を対応させて出力し、
前記格納手段に格納された画像データを含む前記液晶表
示パネルの一画面分のデータを読み出し、前記液晶表示
パネルに表示する、ことを特徴とする液晶表示装置にお
けるウィンドウ表示拡大制御方法。
【請求項１５】請求項１４記載のウィンドウ表示拡大制
御方法において、
前記外部装置から入力される表示データは、前記液晶表
示パネルの所定領域に対応するデータ毎に複数のパケッ
トデータとして送られてくるものであることを特徴とす
るウィンドウ表示拡大制御方法。
【請求項１６】請求項１４記載のウィンドウ表示拡大制
御方法において、
前記外部装置から入力される前記制御パラメータの位置*
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*情報は、前記液晶表示パネルの所定領域を特定する本信
号アドレスと、前記表示データが前記液晶表示パネル上
で表示されるべき表示位置を水平方向と垂直方向とで表
すアドレス情報とを含むことを特徴とするウィンドウ表
示拡大制御方法。
【請求項１７】請求項１４記載のウィンドウ表示拡大制
御方法において、
前記格納手段に前記表示データを格納する際には、前記
表示データが前記液晶表示パネルに表示される位置に対
応する格納位置のみ画像データの上書きを行い、前記格
納手段から画像データを読み出す際には、前記液晶表示
パネルの全領域に対応する画像データを読み出し、前記
液晶表示パネルに出力することを特徴とする、ウィンド
ウ表示拡大制御方法。
【請求項１８】請求項１４記載のウィンドウ表示拡大制
御方法において、
前記表示データは、シリアルデータであり、
前記表示制御回路は、前記シリアルデータをＲ，Ｇ，Ｂ
のパラレル画像データに変換することを特徴とするウィ
ンドウ表示拡大制御方法。
【請求項１９】請求項１４記載のウィンドウ表示拡大制
御方法において、
前記表示データは、ＬＶＤＳ（ロー  ボルテージ  ディ
ファレンシャル  シグナリング）シリアルデータまた
は、ＧＶＩＦ（ギガ－ビット  ビデオ  インターフェー
ス）であり、
前記表示制御回路は、前記シリアルデータをＲ，Ｇ，Ｂ
のパラレル画像データに変換することを特徴とするウィ
ンドウ表示拡大制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示装置に関し、
特に、ＰＣ、ＷＳ等に接続するデジタルインタフェース
表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、表示画像はパーソナルコンピュー
タ（ＰＣ）等からなるホスト装置のグラフィックコント
ローラが処理を行い、表示装置に転送する。この表示装
置が、近年、ホスト装置の処理能力以上の進歩を遂げて
きている。例えば、ＬＣＤにおいては、従来のＸＧＡ
（１０２４×７６８ドット）、ＳＸＧＡ（１２８０×１
０２４ドット）、ＵＸＧＡ（１６００×１２００）か
ら、さらに高精細であるＱＸＧＡ（２０４８×１５３６
ドット）、ＱＳＸＧＡ（２５６０×２０４８ドット）、
ＱＵＸＧＡ（３２００×２４００）等の超高精細パネル
が実用化されつつある。その一方で、一般的なグラフィ
ックコントローラの性能はＱＸＧＡ程度が限界であり、
動画ではＶＧＡ程度が限界となっている。
【０００３】また、ＬＣＤパネルは、近年、複数のパネ
ルをまとめて一枚のパネルとする「マルチパネル」が実
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用化され、更なる高精細化が可能となっている。
【０００４】さらに、超高精細に対応した表示データを
転送する場合、精細度が増えるほど転送レートを大きく
する必要があるため、近年、ＬＶＤＳ（Ｌｏｗ  Ｖｏｌ
ｔａｇｅ  Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ  Ｓｉｇｎａｌｉ
ｎｇ）、ＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ  Ｍｉｎｉｍ
ｉｚｅｄ  Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ  Ｓｉｇｎａｌｉ
ｎｇ）、ＧＶＩＦ（Ｇｉｇａｂｉｔ  Ｖｉｄｅｏ  Ｉｎ
ｔｅｒＦａｃｅ）といった、低電圧差動方式のデジタル
インタフェースが広まりつつあり、これらの信号線数を
増やすことにより、上記高精細化の対応は可能である。
【０００５】また、特開平７－１６８５５７号公報のよ
うな、パソコンなどのディスプレイ１に表示される各画
像の任意の範囲の画像データを高精細な二次表示部に転
送し、そこでこれらの画像A,B,C・・を組合わせ表示す
るようにしたもので、新たな画像Cについて、そのサイ
ズデータとそれまでに表示されている画像A,Bの表示位
置から画像Cの表示位置を導出する方式が検討されてい
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、前記ＬＶＤＳ
等の従来技術では、精細度が上がる度に、または、ウィ
ンドウ領域の大きさによって、それに応じた大きな転送
レートが要求され、信号線数を増やすといった新規のイ
ンタフェース開発や、ＬＳＩ開発が必要となる。
【０００７】また、上記特開平７－１６８５５７号公報
に記載の発明では、既に表示されているウィンドウに応
じて新規なウィンドウの表示位置を管理するものの、PC
側から新規なウィンドウの位置や大きさを直接定義付け
ることは考慮されていない。
【０００８】本発明の目的は、ＶＧＡ程度の動画像等の
ウィンドウ領域を、転送レートを上げることなく、超高
精細、あるいはマルチパネルといった大画面表示装置に
表示する液晶表示装置およびウィンドウ表示拡大制御方
法を提供するものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、液晶表示パネルと、外部装置から液晶表示パネルの
一部分である矩形領域（ウィンドウ）に対応する表示デ
ータと、表示データが液晶表示パネル上に表示されるべ
き位置情報と、表示データの拡大率を含む制御パラメー
タとを受信する表示を受信する表示制御回路と、液晶表
示パネルで表示される少なくとも一画面分の画像データ
を格納できる容量を有し、液晶表示パネルの表示位置と
格納位置とを対応させて画像データを格納する格納手段
とを有する。そして、表示制御回路は、表示データを制
御パラメータに従って、液晶表示パネルに出力する画像
データに変換して、画像データを液晶表示パネルにおけ
る表示位置に格納手段の格納位置を対応させて出力し、
格納手段に格納された画像データを含む液晶表示パネル
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の一画面分のデータを読み出し、液晶表示パネルに表示
するよう構成した。
【００１０】また、本発明の他の態様の液晶表示装置
は、複数の液晶表示パネルと、複数の液晶表示パネルの
それぞれに対応して設けられる表示制御回路と、格納手
段とを有し、表示制御回路の一つは、外部装置から複数
の液晶表示パネルで構成される一つの表示画面の一部分
である矩形領域（ウィンドウ）に対応する表示データ
と、表示データが複数の液晶表示パネルで構成される表
示画面上に表示されるべき位置情報と、表示データの拡
大率を含む制御パラメータとを含む制御パラメータを受
信し、受信した表示データを処理すべきか否かを制御パ
ラメータの位置情報に基づいて判定し、該判定の結果、
自身が処理すべき表示データを制御パラメータに従って
画像データに変換し、他の表示制御回路が処理すべき表
示データを当該他の表示制御回路に出力するものであ
り、各格納手段の一つは、複数の液晶表示パネルの一つ
の液晶表示パネルで表示される少なくとも一画面分の表
示データを格納する容量を有し、対応する表示制御回路
によって変換された画像データを、制御パラメータに従
って表示パネルにおける表示位置と格納位置とを対応さ
せて格納するものであり、各表示制御回路は、対応する
格納手段に格納された画像データを含む液晶表示パネル
の一画面分のデータを読み出し、対応する液晶表示パネ
ルに表示するよう構成した。
【００１１】さらに、本発明のウィンドウ表示拡大制御
方法は、外部装置から液晶表示パネルの一部分である矩
形領域（ウィンドウ）に対応する表示データと、表示デ
ータが液晶表示パネル上に表示されるべき位置情報と、
表示データの拡大率を含む制御パラメータとを受信し、
表示データを制御パラメータに従って、液晶表示パネル
に出力する画像データに変換し、液晶表示パネルで表示
される少なくとも一画面分の画像データを格納できる容
量を有する格納手段に、液晶表示パネルの表示位置と格
納位置とを対応させて画像データを格納し、画像データ
を液晶表示パネルにおける表示位置に格納手段の格納位
置を対応させて出力し、格納手段に格納された画像デー
タを含む液晶表示パネルの一画面分のデータを読み出
し、液晶表示パネルに表示するよう構成した。
【００１２】
【発明の実施の形態】（実施形態１）以下、本発明の実
施例の第１の形態を、図面を用いて詳細に説明する。
【００１３】図１は本発明の一実施形態である液晶表示
装置の例である。
【００１４】図１において、２００はパーソナルコンピ
ュータ等の外部情報処理装置であり、２０２は例えば外
部情報処理装置２００に具備されるグラフィックコント
ローラであり、２０３は、ＰＣＩバス等のシステムバス
であり、グラフィックコントローラ２０２をバスアダプ
ター（図示せず）を介して、外部情報処理装置２００の
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7
プロセッサ（図示せず）や主記憶（図示せず）に接続す
る。２０４は、ディジタルインターフェースであり、外
部バス２０６を介して液晶表示装置２０１のディジタル
インタフェース２０５と接続される。
【００１５】１は垂直同期信号、２は水平同期信号、３
はデータ有効信号、４は表示データ、５は同期クロック
であり、垂直同期信号１は表示一画面周期の信号、水平
同期信号２は一水平周期の信号、データ有効信号３は表
示データ４が有効である期間を示す信号で、全て同期ク
ロック５に同期して入力される。本実施形態では、これ
ら表示データが、従来どおり、一画面分がラスタスキャ
ン形式で転送される場合（従来モード）と、表示更新部
分のみパケット化されて転送される場合（パケットモー
ド）の２種類があるものとして以下説明する。
【００１６】６は通信データ、７は通信クロックであ
り、ホスト側から表示データのモード等の情報を転送し
たり、ディスプレイ側から表示解像度やデータ転送エラ
ー情報等を転送する双方向通信データ及び同期クロック
である。本実施例では、通信データ６、通信クロック７
はＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ  Ｄａｔａ  Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）形式であるものとして以下説明する。
【００１７】８は表示制御部、９はデータ線駆動用信
号、１０は走査線駆動用信号、１１は格納・読出しコマ
ンド信号、１２は格納・読出しアドレス、１３は格納デ
ータ、１４は画面格納手段、１５は画面読出しデータで
あり、表示制御部８は、表示データ４が従来モードか、
パケットモードかを判断し、従来モードの場合は、液晶
パネル（後述）の解像度に合わせて表示データ４を変換
し、少なくとも液晶パネルの一画面分を格納可能な画面
格納手段１４へ一旦格納するための格納・読出しコマン
ド信号１１、格納・読出しアドレス１２、格納データ１
３を生成する。また、液晶パネルの表示タイミングに合
わせて一画面分の表示データを読み出すよう、格納・読
出しコマンド信号１１、格納・読出しアドレス１２を生
成する。画面格納手段１４は格納・読出しコマンド１
１、格納・読出しアドレスに従って、格納データ１３を
格納、あるいは画面読出しデータ１５を読み出す。本実
施例では、画面格納手段１４は、液晶パネル２０一画面
分の表示データを格納するものとして以下説明する。
【００１８】表示制御部８は画面読出しデータ１５か
ら、データ線駆動用信号９、走査線駆動用信号１０を生
成する。この動作は、従来の動作と同様である。
【００１９】パケットモードの場合は、表示データ４に
含まれる表示位置や拡大率等のパラメータに従って、液
晶パネルの一画面上に書き込むように、画面格納手段１
４に格納するための格納・読出しコマンド信号１１、格
納・読出しアドレス１２、格納データ１３を生成する。
また、従来モードと同様に、液晶パネルの表示タイミン
グに合わせて一画面分の表示データを読み出すよう、格
納・読出しコマンド信号１１、格納・読出しアドレス１
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２を生成する。画面格納手段１４は、従来モードと同様
に、格納・読出しコマンド１１、格納・読出しアドレス
に従って、格納データ１３を格納、あるいは画面読出し
データ１５を読み出す。表示制御部８は画面読出しデー
タ１５から、データ線駆動用信号９、走査線駆動用信号
１０を生成する。この動作も従来モードと同様である。
詳細は後で説明する。１６はデータ線駆動手段、１７は
データ線駆動信号、１８は走査線駆動手段、１９は走査
線駆動信号、２０は液晶パネルであり、液晶パネル２０
への表示動作は従来と同様である。本実施例では、液晶
パネル２０は１２８０×１０２４ドットの解像度を持つ
ものとして以下説明する。
【００２０】図２は図１記載の表示制御部８の内部構成
の一実施例である。
【００２１】図２において、２１はパラメータ制御部、
２２はパラメータデータ、２３はパラメータアドレス、
２４はパラメータライトストローブ、２５は拡大制御
部、２６はデータ転送エラー信号、２７は拡大表示デー
タ、２８は拡大表示データアドレス、２９は拡大制御
部、３０は格納タイミング信号、３１は液晶パネル表示
データ、３２は液晶表示信号生成部であり、パラメータ
制御部２１は、拡大制御部２５、格納制御部２９、液晶
表示信号生成部３２が必要とする制御パラメータを、パ
ラメータデータ２２として、予め決められたパラメータ
アドレス２３を付加してパラメータライトストローブ２
４のタイミングで出力する。拡大制御部２５、格納制御
部２９、液晶表示信号生成部３２は、パラメータアドレ
ス２３から、自身が必要とするパラメータであるかどう
かを判断して、パラメータデータ２２を取り込む。本実
施形態では、本発明に関係する拡大制御部に必要な、表
示データの転送モードがこのパラメータに含まれるもの
として以下説明する。さらに、パラメータ制御部２１
は、拡大処理部２５が表示データ４の受信時にエラーが
生じた場合に出力するデータ転送エラー信号２６を受け
取り、ホスト側に通信データを介して転送する。拡大制
御部２５は、パラメータアドレス２３から、予め決めら
れた表示データ転送モードを表すパラメータアドレスで
あるかどうかを判断し、パラメータデータ２２を取り込
む。ここでは、パラメータデータ“１”のとき表示デー
タ転送モードがパケットモードであるものとして以下説
明する。次に、拡大制御部２５は、従来モードのとき
は、垂直同期信号１、水平同期信号２、データ有効信号
３、表示データ４、同期クロック５、格納タイミング信
号３０から、拡大表示データ２７、拡大表示データアド
レス２８を生成し、パケットモードのときは、データ有
効信号３、表示データ４、同期クロック５、格納タイミ
ング信号３０から、拡大表示データ２７、拡大表示デー
タアドレス２８を生成する。格納制御部２９は、液晶パ
ネル２０の表示タイミングに合わせて、液晶表示データ
３１を出力するよう、格納・読出しコマンド１１、格納
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・読出しアドレス１２を生成し、画面格納手段１４か
ら、画面読出しデータ１５を読出すとともに、拡大表示
データ２７を拡大表示データアドレス２８に従ったアド
レスに格納するために、格納・読出しコマンド１１、格
納・読出しアドレス１２、格納データ１３を生成する。
本実施例では、パラメータ制御部２１からのパラメータ
は必要としないものとして以下説明する。液晶表示信号
生成部３２は、液晶表示データ３１から、データ線駆動
手段１６が動作するためのデータ、タイミング信号を含
むデータ線駆動用信号９と、走査線駆動手段１８が動作
するためのタイミング信号を含む走査線駆動用信号１０
を生成する。この動作は、従来の動作と同様である。こ
こでも、パラメータ制御部２１からのパラメータは必要
としないものとして以下説明する。
【００２２】図３は図１記載のデータ有効信号３及び表
示データ４のパケットモードの一実施例である。
【００２３】図３において、３３は第１パケット、３４
は第２パケット、３５は第３パケットであり、データ有
効信号３が“１”期間中有効なデータとなる。名前は便
宜上つけただけのものである。３６は先頭信号、３７は
本信号、３８は終了信号、３９はウィンドウＩＤ、４０
は本信号タイプ、４１は本信号アドレス、４２はウィン
ドウ水平方向スタート位置、４３はウィンドウ垂直方向
スタート位置、４４はウィンドウ拡大率、４５はウィン
ドウ表示データであり、本信号３７は、ウィンドウのパ
ラメータを示す場合と、表示データを示す場合がある。
例えば、第１パケット３３でウィンドウのパラメータを
転送し、第２パケット３４以降で、表示データを転送す
る。先頭信号３６は、パケットの開始を示す信号で、本
実施例では、表示データの属するウィンドウのＩＤを示
すウィンドウＩＤ３９、本信号３７が先述したパラメー
タであるのか、表示データであるのかを示す本信号タイ
プ４０、本信号が表示データである場合の表示位置を示
す本信号アドレス４１を含むものとして以下説明する。
【００２４】また、本信号３７がパラメータの場合は、
ウィンドウＩＤ３９が示すウィンドウの水平方向のスタ
ート位置を示すウィンドウ水平方向スタート位置４２、
ウィンドウＩＤ３９が示すウィンドウの垂直方向のスタ
ート位置を示すウィンドウ垂直方向スタート位置４３、
ウィンドウＩＤ３９が示すウィンドウを拡大表示する場
合の拡大率を示すウィンドウ拡大率４４を含み、表示デ
ータの場合は、ウィンドウＩＤ３９が示すウィンドウ内
の表示データのみを含むものとして以下説明する。ここ
で、ウィンドウ表示データ４５は、ウィンドウ内の表示
データを全て転送することも考えられるが、ウィンドウ
の大きさによってパケットの長さが変わってしまうと処
理が複雑となることもあり、本実施例では、１６×１６
ドットの領域毎に表示データを転送するものとして以下
説明する。また、第１パケット３３の本信号がパラメー
タ、第２パケット３４、第３パケット３５の本信号が表
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示データとして以下説明する。
【００２５】図４は、本発明におけるウィンドウ、パケ
ットの概念を示す図である。
【００２６】図４において、４６は全体画面、４７はウ
ィンドウ領域、４８はウィンドウ領域スタート位置、４
９はパケット領域、５０はパケット領域スタート位置で
あり、全体画面４６は、本実施例では１２８０×１０２
４ドットの解像度を持ち、そのなかにウィンドウ領域４
７の表示データを転送する。このとき、パケット領域４
９からスタートし、同じ大きさのパケットを２０回転送
することにより、ウィンドウ領域４７の表示データを転
送することとする。ウィンドウ領域スタート位置４８の
座標が、図３におけるウィンドウ水平方向スタート位置
４２、ウィンドウ垂直方向スタート位置４３にあたり、
パケット領域スタート位置５０の座標が、図３における
本信号アドレス４１にあたる。
【００２７】図５は、図２記載の拡大制御部２５の内部
構成の一実施例を示す図である。
【００２８】図５において、５１はパラメータ格納部、
５２はデータ転送モード信号、５３はデータ拡大率、５
４はデータ表示位置、５５は本信号分離部、５６はパケ
ットモード表示有効信号、５７はパケットモード表示デ
ータ、５８はパケットモード同期クロック、５９はパケ
ットモードパラメータであり、パラメータ格納部５１
は、パラメータアドレス２３が表示データの転送モード
を示すアドレスのとき、パラメータデータ２２を、パラ
メータライトストローブ２４に従って取り込み、データ
転送モード信号５２として出力する。
【００２９】本信号分離部５５は、データ転送モード信
号５２が、パケットモードを示す“１”のとき、先頭信
号、終了信号と、本信号を分離し、パケットモード表示
有効信号５６、パケットモード表示データ５７、パケッ
トモード同期クロック５８を生成するとともに、先頭信
号、本信号に含まれるウィンドウ拡大率、ウィンドウ表
示スタート位置等の制御パラメータを、パケットモード
パラメータ５９として出力する。
【００３０】また、受信エラー時には、転送エラー信号
２６を出力する。パラメータ格納部５１は、パケットモ
ードパラメータ５９を格納し、データ拡大率５３、デー
タ表示位置５４として出力する。６０はデータ拡大処理
部であり、データ転送モード信号５２が、従来モードを
示す“０”のときは、垂直同期信号１、水平同期信号
２、データ有効信号３、表示データ４、同期クロック５
から拡大表示データ２７を生成し、データ転送モード信
号５２が、パケットモードを示す“１”のときは、パケ
ットモード表示有効信号５６、パケットモード表示デー
タ５７、パケットモード同期クロック５８から拡大表示
データ２７を生成する。６１はアドレス処理部であり、
データ転送モード信号５２が、従来モードを示す“０”
のときは、垂直同期信号１、水平同期信号２、データ有
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効信号３から拡大表示データアドレス２８を生成し、デ
ータ転送モード信号５２が、パケットモードを示す
“１”のときは、データ拡大率５３、データ表示位置５
４から拡大表示データアドレス２８を生成する。
【００３１】図６は、本信号分離部５５の、パケットデ
ータの分離動作の詳細の一実施例を示す図である。
【００３２】図６において、第１パケット３３は、本信
号がパラメータであるため、パケットモード表示データ
５７、パケットモード表示有効信号５６は有効としな
い。第２パケット３４、第３パケット３５は、本信号が
ウィンドウ表示データ４５であるため、その部分のみ、
パケットモード表示データ５７、パケットモード表示有
効信号５６を有効とする。このとき、先頭信号３６、終
了信号３８の部分も有効としない。
【００３３】図７は、読出しデータ１５と、表示データ
４から格納表示データ１３までの関係の一実施例を示す
図である。
【００３４】図７において、６２は第１ライン読出しデ
ータ、６３は第１ライン帰線期間、６４は第２ライン読
み出しデータ、６５は第２ライン帰線期間であり、従来
の液晶パネルの表示タイミングに従った一ラインづつの
ラスタスキャンに対応した読出しデータ及び帰線期間で
ある。６６は第４パケットデータ、６７は第５パケット
データであり、図３記載の第１パケットデータ３３、第
２パケットデータ３４、第３パケットデータに続くパケ
ットデータである。本実施例では、第４パケットデータ
６６、第５パケットデータ６７は、第２パケットデータ
３４、第３パケットデータ３５と同様に、本信号が表示
データであるものとして以下説明する。
【００３５】６８は第２パケット表示データ、６９は第
３パケット表示データ、７０は第４パケット表示デー
タ、７１は第５パケット表示データであり、各々第２パ
ケットデータ３４、第３パケットデータ３５、第４パケ
ットデータ６６、第５パケットデータ６７の本信号の部
分にあたる。７２は第２パケット拡大表示データ、７３
は第３パケット拡大表示データ、７４は第４パケット拡
大表示データ、７５は第５パケット拡大表示データであ
り、各々第２パケット表示データ６８、第３パケット表
示データ６９、第４パケット表示データ７０、第５パケ
ット表示データ７１を拡大したデータである。７６は第
２パケット格納データ、７７は第３パケット格納デー
タ、７８は第４パケット格納データ、７９は第５パケッ
ト格納データであり、各々第２パケット拡大表示データ
７２、第３パケット拡大表示データ７３、第４パケット
拡大表示データ７４、第５パケット拡大表示データ７５
を、読出し動作の空き時間にあたる第１ライン帰線期間
６３、第２ライン帰線期間６５に割り当てる。本実施例
では、読出し動作優先で、その空き時間、つまり帰線期
間に書き込み動作を行うものとして以下説明する。
【００３６】図８は、一連の拡大動作を、画面イメージ
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で示した図である。
【００３７】図８において、８０はオリジナル全画面、
８１はオリジナルウィンドウ画面、８２はウィンドウ表
示サイズであり、ホスト側は、オリジナル画面８０上
に、オリジナルウィンドウ画面８１を、ウィンドウ表示
サイズ８２の位置、および大きさで表示しようとしてい
る。８３はウィンドウ転送画面、８４は拡大ウィンドウ
画面であり、ウィンドウ転送画面８３は拡大制御部２５
の受信画面であり、拡大ウィンドウ画面８４は、拡大制
御部２５の出力画面である。８５は格納全画面、８６は
格納ウィンドウ画面であり、格納全画面８５は、オリジ
ナル全画面と同一である画面格納手段１４上の全画面、
格納ウィンドウ画面８６は、拡大ウィンドウ画面８４を
画面格納手段１４上に書き込んだものである。８７は液
晶表示全画面であり、画面格納手段１４上の格納全画面
８５を、格納ウィンドウ画面８６と一緒に順次読出し、
表示したものである。
【００３８】以下、図１～８を用いて、本実施形態にお
ける、パケットデータの拡大処理について説明する。
【００３９】まず、図１、２を用いて、データ処理の流
れを説明する。
【００４０】図１で、表示制御部８は、通信クロック７
に同期して送られてくる通信データ７に含まれる表示デ
ータモードから、表示データ４が従来のラスタスキャン
方式であるか、画面上をある領域で区切り、表示データ
を更新したい領域のみのデータを転送するパケット転送
方式であるかを判断し、モードに応じた表示データ処理
を行い、画面格納手段１４に格納表示データ１３を格納
する。また、液晶パネル２０の表示タイミングに合わせ
て、画面格納手段から一画面分の表示データを読出し、
データ線駆動用信号９、走査線駆動用信号１０を出力す
る。詳細は後で説明する。画面格納手段１４は、少なく
とも液晶パネル２０の一画面分の容量を持ち、一般的に
はＳＤＲＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ  Ｄｙｎａｍｉｃ
Ｒａｎｄｏｍ  Ａｃｃｅｓｓ  Ｍｅｍｏｒｙ）と呼ばれ
るメモリ手段が用いられる。データ線駆動手段１６、走
査線駆動手段１８、液晶パネル２０は既に広く利用に供
されているものを用いればよいため、詳細は省略する。
【００４１】図２を用いて、図１記載の表示制御部８の
動作の概要について説明する。
【００４２】図２で、パラメータ制御部２１は、ホスト
側からの通信データ６、通信クロック７を介して転送さ
れる制御パラメータから、拡大制御部２５で必要な、表
示データを従来のラスタスキャンデータで転送するか、
表示を更新したい部分のデータのみをパケットデータで
転送するかを示すデータ転送パラメータを、また、予め
格納している制御パラメータから、拡大制御部２５で必
要な拡大率パラメータを、予め決められたパラメータア
ドレス２２を付加し、パラメータデータ２３として、パ
ラメータライトストローブ２４に同期して出力する。拡
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大制御部２５は、パラメータアドレス２２がデータ転送
モード、または拡大率を示すアドレスのとき、パラメー
タライトストローブ２４のタイミングに従って、パラメ
ータデータ２３、つまりデータ転送モードと拡大率のパ
ラメータを取り込んでおく。詳細は後で説明する。
【００４３】次に、拡大制御部２５は、取り込んだデー
タ転送パラメータ、拡大率に従って、垂直同期信号１、
水平同期信号２、データ有効信号３、表示データ４、同
期クロック５から、拡大表示データアドレス２７、拡大
表示データ２８を生成する。出力タイミングは格納タイ
ミング信号３０に従う。詳細は後で説明する。格納制御
部２９は、液晶パネル２０の表示タイミングに従って画
面格納手段１４のデータを読み出すための格納・読み出
しコマンド１１を読出しコマンドとして出力し、合わせ
て、格納・読出しアドレス１２を出力する。読み出され
た格納読出しデータ１５は、液晶表示データ３１として
出力する。また、読出しタイミング以外で画面格納部１
４へ拡大表示データを書き込むよう、格納タイミング信
号３０を出力し、それに従って出力される拡大表示デー
タアドレス２７、拡大表示アドレス２８から、格納・読
出しコマンド１１を格納コマンドとして生成し、合わせ
て、格納読出しアドレス１２、格納データ１３を生成す
る。液晶表示信号生成部３２は、従来と同様に、液晶表
示データ３１から、データ線駆動用信号９と走査線駆動
用信号１０を生成する。
【００４４】図３、４を用いて、表示データ転送モード
がパケットモードのときの表示データ４の詳細について
説明する。
【００４５】図３で、データ有効信号３は、表示データ
４が有効な期間“１”となることを示している。従来モ
ードのときは、データ有効信号３が“１”のとき表示デ
ータのみが入力されるのに対し、パケットモードのとき
は、表示データが転送される場合と、その表示データの
拡大率や表示位置等の表示制御パラメータが転送される
場合がある。第１パケットデータ３３において、ウィン
ドウ表示データが転送される前に表示制御パラメータが
転送され、その後の第２パケットデータ３４、第３パケ
ットデータ３５と、ウィンドウ領域内のデータが実際の
液晶パネル上の１６×１６ドットの領域づつ転送され
る。各々、ウィンドウ表示データ有効信号３が“１”の
期間、表示データあるいは表示制御パラメータである本
信号３７に加え、先頭信号３６、終了信号３８が付加さ
れている。先頭信号３６は、表示データが属するウィン
ドウのＩＤと、先頭信号３６の次に転送される本信号３
７が、表示データであるか表示制御パラメータであるか
を示す本信号タイプ４０と、本信号３７が表示データで
ある場合のその表示位置を示す本信号アドレス４１で構
成される。この本信号アドレス４１は、全体画面４６の
内のいずれの位置でも指定できる位置情報であっても、
上記ウィンドウＩＤによって特定された中の位置を指定
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できる位置情報でもよいが、本信号アドレス４１の長さ
を短くするためには当然のことながら、後者のほうが優
位である。終了信号３８はエラー検出のためのパリティ
ービットとなっている。
【００４６】本信号３７は、表示データの場合は、実際
の液晶パネル上の１６×１６ドットに相当する領域のＲ
ＧＢ各々８ビットのウィンドウ表示データ４５であり、
表示制御パラメータの場合は、ウィンドウ領域の水平方
向のスタート位置アドレスであるウィンドウ水平方向ス
タート位置４２、垂直方向のスタート位置アドレスであ
るウィンドウ垂直方向スタート位置４３、ホスト側がウ
ィンドウ領域を拡大したい拡大率であるウィンドウ拡大
率４４で構成されている。
【００４７】図４で、全体画面４６のうち、ホスト側が
表示データを更新したい領域がウィンドウ領域４７でる
場合、表示制御パラメータは、領域の左上端が、図３の
水平方向ウィンドウスタート位置４２、垂直方向ウィン
ドウスタート位置４３にあたり、ウィンドウ拡大率４４
とともに、表示データを転送する前のパケットにおい
て、表示データとは別に転送される。ウィンドウ領域４
７内の表示データは、１６×１６ドット単位のパケット
領域４９毎に転送される。
【００４８】本実施例では、ウィンドウ領域４７を一つ
として説明しているが、この領域が増えた場合でも、先
頭信号３６に含まれるウィンドウＩＤ３９の種類を増や
して識別することにより、対応することが可能である。
また、ウィンドウ表示データ４５以外のパラメータ等
は、ＲＧＢ８ビット毎にすべて同一のものとし、異なっ
た場合にエラーとするようなエラー検出を行っても良い
し、ＲＧＢ合計２４ビット幅と考え、パケットの長さを
短くすることも可能である。さらに、パケット領域を１
６×１６ドットの矩形領域としているが、ウィンドウ領
域内をラスタスキャンするようなライン転送としても良
い。
【００４９】図５、６を用いて、拡大処理部２５のパケ
ットデータや拡大処理動作の詳細について説明する。
【００５０】図５で、本信号分離部５５は、データ有効
信号３の開始位置から、図３に示す本信号３７部分を抽
出し、図６に示すように、本信号３７の期間のみ“１”
となるパケットモード表示有効信号５６を生成し、本信
号３７の部分のみをパケットモード表示データ５７と
し、パケットモード表示データ同期クロック５８に同期
して出力する。したがって、図６に示すようにパケット
モード表示データ有効信号５６は、第２パケットデータ
３４、第３パケットデータ３５のウィンドウ表示データ
４５の部分のみ“１”となる信号となる。また、本信号
分離部５５は、終了信号３８のパリティービットを利用
し、エラーの場合に“１”となるよう、転送エラー信号
２６を出力する。さらに、第１パケツトデータ３３の本
信号３７に含まれる表示制御パラメータや、各パケット
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に含まれる先頭信号３６を抽出し、パケットモードパラ
メータデータ５９として出力する。パラメータ格納部５
１は、パケットモードパラメータデータ５９を受け取
り、データ拡大率５３、データ表示位置５４として出力
する。パケットモードパラメータデータの種類は、デー
タ有効信号３の開始位置からの位置で決まるため、タイ
ミングで判別可能である。また、パラメータアドレス２
２から、パラメータデータ２３が、拡大制御に必要なデ
ータ転送モードを示すアドレスかどうかを判別し、パラ
メータライトストローブ２４のタイミングで取り込み、
データ転送モード信号５２として出力する。ここでも、
ホスト側からの制御に必要なパラメータを、データ転送
モードのみとしているが、他に必要なパラメータがある
場合でも、パラメータアドレスの種類を増やすことによ
り対応可能である。データ拡大部６０は、データ転送モ
ード信号５２が従来モードを示す“０”のときには従来
と同様の拡大処理を行い、垂直同期信号１、水平同期信
号２、データ有効信号３．表示データ４、同期クロック
５から、拡大表示データ２７を生成し、パケットモード
を示す“１”のときには、データ拡大率５３に従った拡
大処理を行い、パケットモード表示データ有効信号５
６、パケットモード表示データ５７、パケットモード表
示データ同期クロック５８から、拡大表示データ２７を
生成する。アドレス処理部６１は、データ転送モード信
号５２が従来モードを示す“０”のときには、画面格納
部１４に一画面分すべてのデータを先頭から格納するこ
とになるため、垂直同期信号１、水平同期信号２、デー
タ有効信号３から、拡大表示データアドレス２８を生成
し、パケットモードを示す“１”のときには、画面格納
部１４に転送されてくる領域の表示データのみを格納す
るよう、データ表示位置５４にデータ拡大率５３による
拡大分のアドレス増加を計算し、拡大表示データアドレ
ス２８を生成し、格納制御部２８に出力する。
【００５１】図７を用いて、以上の拡大処理のタイミン
グについて説明する。
【００５２】図７で、読出しデータ１５は、液晶パネル
２０のラスタスキャンのタイミングに合わせて、一ライ
ン毎に第１ライン読出しデータ６２、第１ライン帰線期
間６３、第２ライン読出しデータ６４、第２ライン読出
しデータ６５と、一定の周期に従って読み出すことを示
している。表示データ４は、図３で示した第１パケット
データ３３、第２パケットデータ３４、第３パケットデ
ータ３５に続いて、第４パケットデータ６６、第５パケ
ットデータ６６が入力されることを示している。この第
１～第５パケットデータに対し、パケットモード表示デ
ータ５７は、図３に示すウィンドウ表示データ４５のみ
を有効とするため、表示制御パラメータを転送している
第１パケットデータ３３からは何も転送せず、第２～第
５パケットデータのなかのウィンドウ表示データ部分で
ある第２パケット表示データ６８、第３パケット表示デ
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ータ６９、第４パケット表示データ７０、第５パケット
表示データ７１を転送する。拡大表示データ２８は、第
２～第５パケット表示データを第１パケットデータにお
いて転送されてきたウィンドウ拡大率に従って拡大する
ため、第２パケット拡大表示データ７２、第３パケット
拡大表示データ７３、第４パケット拡大表示データ７
４、第５パケット拡大表示データ７５に示すように、デ
ータの期間が大きくなっている。格納表示データ１３
は、液晶パネル２０の表示がラスタスキャン方式である
ことから、読出しデータ１５が優先的に行われ、その帰
線期間である第１ライン帰線期間６３、第２ライン帰線
期間６５において、第２パケット格納データ７６、第３
パケット格納データ７７、第４パケット格納データ７
８、第５パケット格納データ７９が転送されることを示
している。従って、図２に示す格納制御部２９には、数
ライン分の格納手段を持つことが望ましいが、読出しの
帰線期間をホスト側に知らせることにより、読出し帰線
期間に合わせてデータ転送を行っても良いし、ホスト側
からのデータ転送が読出し期間にぶつかってしまった場
合、エラー信号を返信することにより再転送を要求して
も良い。
【００５３】図８を用いて、拡大処理を画面イメージで
説明する。
【００５４】図８で、従来モードはオリジナル全画面８
０の表示データが一ライン毎、一定周期で転送されるラ
スタスキャン方式であり、パケット方式は、ホスト側が
表示データを更新したい領域をオリジナルウィンドウ画
面８１として、この領域の表示データのみを、さらに１
６×１６ドットの領域に細分し、表示制御パラメータを
付加した形式で転送する。このとき、ホスト側は、オリ
ジナルウィンドウ画面８１を、ウィンドウ表示サイズ８
２に拡大するための拡大率を付加している。したがっ
て、ウィンドウ転送画面８３は、オリジナルのサイズで
あり、拡大処理によって、拡大ウィンドウ画面８４とな
る。格納全画面８５は、初期の立ち上げ時に書き込む必
要があるが、その後は、更新部分のみが書き込まれるの
で、ここでは、拡大ウィンドウ画面８５のみが、格納ウ
ィンドウ画面８６として書き込まれることを示してい
る。液晶パネル表示は、格納全画面８５を、格納ウィン
ドウ画面８６も含めて読み出し、拡大したウィンドウ画
面を貼りつけた形の液晶表示全画面８７を表示すること
を示している。
【００５５】以上で、ウィンドウ領域の転送、拡大、表
示が完了する。
【００５６】（実施形態２）本発明の実施例の第２の形
態を、図面を用いて詳細に説明する。図面内で付した番
号が実施形態１と同様のものは、構成、動作が同様であ
ることを示す。
【００５７】図９は本発明の一実施形態である液晶表示
装置の例である。
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【００５８】図９において、３はデータ有効信号、４は
表示データ、５は同期クロック、６は通信データ、７は
通信クロックであり、実施形態１と同様であるが、本実
施形態では、実施形態１で扱った従来モードは扱わず、
パケットモードのみについて説明する。８８は第１液晶
表示モジュール、８９は第２液晶表示モジュール、９０
は第３液晶表示モジュール、９１は第４液晶表示モジュ
ールであり、４つの液晶表示モジュールで一つの画面を
構成している。本実施例では、第１～第４液晶表示モジ
ュール８８～９１は、全て１２８０×１０２４ドットの
解像度を持つ、つまり、４つのモジュールで２５６０×
２０４８ドットの画面を構成するものとして、また、こ
の構成を「マルチパネル構成」と呼び、以下説明する。
【００５９】９２は第１第２モジュール間通信データ、
９３は第１第２モジュール間通信クロック、９４は第２
第３モジュール間通信データ、９５は第２第３モジュー
ル間通信クロック、９６は第３第４モジュール間通信デ
ータ、９７は第３第４モジュール間通信クロックであ
り、通信データ６、通信クロック７と同様の形式の信号
である。この第一第２モジュール間通信データ９２、第
1第2モジュール間通信クロック９３等により、各々第１
モジュール８８から第２液晶モジュール８９、第２モジ
ュール８９から第３液晶モジュール９０、第３モジュー
ル９０から第４液晶モジュール９１へと、モジュールの
識別を行うモジュールＩＤを割り当てる。モジュール８
８、８９は、これら、第1第2モジュール間通信データ９
２、第1第2モジュール間通信クロック９２の転送を行う
通信手段を備える。なお、それぞれのモジュールには、
通信データ、通信クロックを転送するための通信手段が
設けられている。
【００６０】９８は第２第３第４モジュールデータ有効
信号、９９は第２第３第４モジュール表示データ、１０
０は第２第３第４モジュール同期クロックであり、第１
液晶表示モジュール８８は、表示データ４が自身のパネ
ルに表示すべきデータであるかを判断、処理し、そうで
なければ、処理せずに次の液晶表示モジュールヘ表示デ
ータを転送するよう、第２第３第４モジュールデータ有
効信号９８、第２第３第４モジュール表示データ９９、
第２第３第４モジュール同期クロック１００として出力
する。１０１は第３第４モジュールデータ有効信号、１
０２は第３第４モジュール表示データ、１０３は第３第
４モジュール同期クロックであり、第２波晶表示モジュ
ール８９は、第２第３第４モジュール表示データ９９が
自身のパネルに表示すべきデータであるかを判断、処理
し、そうでなければ、処理せずに次の液晶表示モジュー
ルヘ表示データを転送するよう、第３第４モジュールデ
ータ有効信号１０１、第３第４モジュール表示データ１
０２、第３第４モジュール同期クロック１０３として出
力する。１０４は第４モジュールデータ有効信号、１０
５は第４モジュール表示データ、１０６は第４モジュー
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ル同期クロックであり、第３液晶表示モジュール９０
は、第３第４モジュール表示データ１０２が自身のパネ
ルに表示すべきデータであるかを判断、処理し、そうで
なければ、処理せずに次の液晶表示モジュールヘ表示デ
ータを転送するよう、第４モジュールデータ有効信号１
０４、第４モジュール表示データ１０５、第４モジュー
ル同期クロック１０６として出力する。
【００６１】図１０は、図９記載の第１液晶表示モジュ
ール８８の内部構成の一実施例である。第２～第３液晶
表示モジュール８９～９１も同様の構成である。
【００６２】図１０において、１０６はマルチパネル表
示制御部であり、通信データ６、第１第２モジュール間
通信データ９２を介して割り当てられるモジュールＩＤ
と、各々のＩＤが２５６０×２０４８ドットのなかのど
こにあたるかを示す情報（以下サブパネル情報と呼ぶ）
と、表示データ４に付加されている表示位置パラメータ
に従って、表示データ４が、自身のパネルに表示すべき
データであるかどうかを判断し、その場合は、実施形態
１と同様の拡大処理を行う。自身のパネルのデータでな
い場合は拡大処理は行わずに、第２第３第４モジュール
データ有効信号９８、第２第３第４モジュール表示デー
タ９９、第２第３第４モジュール同期クロック１００と
して出力する。その他、画面格納手段１４、データ線駆
動手段１６、走査線駆動手段１８、液晶パネル２０は、
実施形態１と同様の動作である。
【００６３】図１１は、図１０記載のマルチパネル表示
制御部１０６の内部構成の一実施例である。
【００６４】図１１において、１０７はマルチパネルパ
ラメータ制御部、１０８はマルチパネル拡大制御部であ
り、マルチパネルパラメータ制御部１０７は、マルチパ
ネル拡大制御部１０８、格納制御部２９、液晶表示信号
生成部３２が必要とする制御パラメータを、パラメータ
データ２２として、予め決められたパラメータアドレス
２３を付加してパラメータライトストローブ２４のタイ
ミングで出力する。マルチパネル拡大制御部１０８は、
パラメータアドレス２３から、自身が必要とするパラメ
ータであるかどうかを判断して、パラメータデータ２２
を取り込む。本実施形態では、本発明に関係する拡大制
御部に必要な、自身がマルチパネルのなかのどの位置に
あるのかを示すサブパネル情報がこのパラメータアドレ
ス２３に含まれるものとして以下説明する。
【００６５】マルチパネル拡大制御部１０８は、パラメ
ータアドレス２３から、予め決められたサブパネル情報
を表すパラメータアドレスであるかどうかを判断し、パ
ラメータデータ２２を取り込む。次に、サブパネル情報
から、表示データ４が自身のパネルに表示すべきデータ
のときは、実施形態１と同様に、データ有効信号３、表
示データ４、同期クロック５、格納タイミング信号３０
から、拡大表示データ２７、拡大表示データアドレス２
８を生成する。自身のパネルに表示すべきデータでない
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ときは、第２第３第４モジュールデータ有効信号９８、
第２第３第４モジュールデータ有効信号９９、第２第３
第４モジュールデータ有効信号１００を出力する。その
他、格納制御部２９、液晶表示信号生成部３２は、実施
形態１と同様の動作である。
【００６６】図１２は、図１１記載のマルチパネル拡大
制御部１０８の内部構成の一実施例を示す図である。
【００６７】図１２において、１０９はマルチパネルパ
ラメータ格納部、１１０はサプパネル情報信号、１１１
はマルチパネル本信号分離部であり、マルチパネルパラ
メータ格納部１０９は、パラメータアドレス２３がサブ
パネル情報を示すアドレスのとき、パラメータデータ２
２を、パラメータライトストローブ２４に従って取り込
み、サブパネル情報信号１１０として出力する。本実施
例では、サブパネル情報信号１１０は、モジュールＩＤ
に対する表示位置のスタート位置の座標とするものとし
て以下説明する。マルチパネル本信号分離部１１１は、
サブパネル情報信号１１０と、表示データ４に含まれる
表示制御パラメータから、表示データ４が自身のパネル
に表示すべきデータであるかどうかを判別し、表示すべ
きデータのときは、実施形態１の動作と同様に、先頭信
号、終了信号と、本信号を分離し、パケットモード表示
有効信号５６、パケットモード表示データ５７、パケッ
トモード同期クロック５８を生成する。表示すべきデー
タでないときは、第２第３第４モジュールデータ有効信
号９８、第２第３第４モジュールデータ有効信号９９、
第２第３第４モジュールデータ有効信号１００を出力す
る。その他、データ拡大処理部６０、アドレス処理部６
１は、実施形態１と同様の動作である。
【００６８】図１３は、マルチパネルヘウィンドウ領域
を拡大表示する概念を示す図である。
【００６９】図１３において、１１２は第１画面、１１
３は第２画面、１１４は第３画面、１１５は第４画面、
１１６はウィンドウ領域、１１７は拡大表示領域であ
り、第１～第４画面１１２～１１５は、各々１２８０×
１０２４ドットの画面であり、４つ合わせて２５６０×
２０４８ドットの領域に、ウィンドウ領域１１６のデー
タを拡大し、拡大表示領域１１７に表示する、ホスト側
から見たイメージである。１１８は第１画面領域デー
タ、１１９は第２画面領域データ、１２０は第３画面領
域データ、１２１は第４画面領域データであり、ウィン
ドウ領域１１６を拡大したときの拡大領域１１７が属す
る画面から、拡大前のウィンドウ領域を分割したもので
ある。１２２は第１液晶パネル表示、１２３は第２液晶
パネル表示、１２４は第３液晶パネル表示、１２５は第
４液晶パネル表示、１２６は第１パネルウィンドウ拡大
表示、１２７は第２パネルウィンドウ拡大表示、１２８
は第３パネルウィンドウ拡大表示、１２９は第４パネル
ウィンドウ拡大表示であり、第１～第４液晶パネル表示
１２２～１２５を合わせて一つの画面とするマルチパネ
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ル上に、第１～第４画面領域データ１１８～１２１を各
々拡大処理して、第１～第４パネルウィンドウ表示１２
６～１２９としている。
【００７０】以下、図９～１３を用いて、本実施形態に
おける、マルチパネル上にウィンドウ領域を拡大表示す
る動作について説明する。
【００７１】図９で、まず最初に第１液晶表示モジュー
ル８８が、モジュールＩＤが“１”であることを、第２
液晶表示モジュール８９へ、第１第２モジュール間通信
データ９２を介して知らせる。以降、第２液晶表示モジ
ュール８９が、モジュールＩＤが“２”であることを、
第３液晶表示モジュール９０へ、第２第３モジュール間
通信データ９４を介して知らせ、第３液晶表示モジュー
ル９０が、モジュールＩＤが“３”であることを、第４
液晶表示モジュール９１へ、第３第４モジュール間通信
データ９６を介して知らせる。全てのモジュールＩＤ
は、各通信データを介して、ホスト側に転送され、ホス
ト側は、各モジュールＩＤに対して、全体の２５６０×
２０４８ドットの画面のなかの、表示すべき１２８０×
１０２４ドットの領域をサブパネル情報として、通信デ
ータ６を介して転送する。以上で、第１～第４液晶表示
モジュール８８～９１各々が、表示データ４のなかの表
示すべき表示データを判別することが可能となる。
【００７２】次に、第１液晶表示モジュール８８は、先
に述べたサブパネル情報と、表示データ４に付加されて
いるウィンドウ表示位置情報から、表示データ４が自身
で表示すべきデータであるかどうかを判別し、表示すべ
きデータの場合は、データ有効信号３、表示データ４、
同期クロック５に従って、自身で表示動作を行い、表示
すべきデータでない場合は、第２第３第４データ有効信
号９８、第２第３第４表示データ９９、第２第３第４同
期クロック１００を出力する。同様に、第２液晶表示モ
ジュール８９は、先に述べたサブパネル情報と、表示デ
ータ４に付加されているウィンドウ表示位置情報から、
表示データ４が自身で表示すべきデータであるかどうか
を判別し、表示すべきデータの場合は、第２第３第４デ
ータ有効信号９８、第２第３第４表示データ９９、第２
第３第４同期クロック１００に従って、自身で表示動作
を行い、表示すべきデータでない場合は、第３第４デー
タ有効信号１０１、第３第４表示データ１０２、第３第
４同期クロック１０３を出力する。第３液晶表示モジュ
ール９０は、先に述べたサブパネル情報と、表示データ
４に付加されているウィンドウ表示位置情報から、表示
データ４が自身で表示すべきデータであるかどうかを判
別し、表示すべきデータの場合は、第３第４データ有効
信号１０１、第３第４表示データ１０２、第３第４同期
クロック１０３に従って、自身で表示動作を行い、表示
すべきデータでない場合は、第４データ有効信号１０
４、第４表示データ１０５、第４同期クロック１０６を
出力する。第４液晶表示モジュール９１は、第３第４デ
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ータ有効信号１０１、第３第４表示データ１０２、第３
第４同期クロック１０３に従って、表示動作を行う。
【００７３】図１０～１２を用いて、第１液晶表示モジ
ュール８８の動作の詳細を説明する。第２～第４液晶表
示モジュール８９～９１の動作も同様である。
【００７４】図１０で、マルチパネル表示制御部１０６
は、自身のモジュールＩＤが“１”であることを通信デ
ータ６を介してホスト側へ、第１第２モジュール間通信
データ９２を介して第２液晶表示モジュールヘ、各々出
力する。これにより、第２液晶モジュール８９以降は、
順次“２”、“３”、“４”とモジュールＩＤを決定し
ていく。全でのモジュールＩＤ割り当て後、ホスト側か
ら、モジュールＩＤ“１”が、全体の２５６０×２０４
８ドットのうちの左上１／４画面を表示するよう、サブ
パネル情報を通信データ６を介して転送する。マルチパ
ネル表示制御部１０６は、このサブパネル情報と、表示
データ４に付加されているウィンドウ表示位置情報か
ら、表示データ４が自身の表示データであるかどうかを
判別し、自身の表示データならば、実施形態１と同様な
拡大処理を行い、その他、画面格納手段１４、データ線
駆動手段１６、走査線駆動手段１８、液晶パネル２０も
実施形態１と同様に動作することにより表示が行われ
る。自身の表示データでない場合、第２第３第４データ
有効信号９８、第２第３第４表示データ９９、第２第３
第４同期クロック１００として出力する。
【００７５】図１１で、マルチパネルパラメータ制御部
１０７は、先に述べたように、自身のモジュールＩＤが
“１”であることを通信データ６を介してホスト側へ、
第１第２モジュール間通信データ９２を介して第２液晶
表示モジュールヘ、各々出力する。次に、ホスト側から
の通信データ６、通信クロック７を介して転送されるサ
ブパネル情報を、予め決められたパラメータアドレス２
２を付加し、パラメータライトストローブ２４に同期し
て出力する。マルチパネル拡大制御部１０８は、パラメ
ータアドレス２２がサブパネル情報を示すアドレスのと
き、パラメータライトストローブ２４のタイミングに従
って、パラメータデータ２３、つまりサブパネル情報の
パラメータを取り込んでおく。詳細は後で説明する。次
に、取り込んだサブパネル情報と、表示データ４に付加
されているウィンドウ表示位置情報から、表示データ４
が自身で表示するデータならば、データ有効信号３、表
示データ４、同期クロック５から、拡大表示データアド
レス２７、拡大表示データ２８を生成し、自身の表示す
るデータでない場合、データ有効信号３、表示データ
４、同期クロック５から、第２第３第４データ有効信号
９８、第２第３第４表示データ９９、第２第３第４同期
クロック１００を生成する。詳細は後で説明する。その
他、格納制御部２９、液晶表示信号生成部３２は、実施
形態１と同様の動作である。
【００７６】図１２で、マルチパラメータ格納部１０９
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は、パラメータデータアドレス２２から、パラメータデ
ータ２３が、表示データ４が自身で表示するデータかど
うかを判別するためのサブパネル情報を示すアドレスか
どうかを判別し、パラメータライトストローブ２４のタ
イミングで取り込み、サブパネル情報信号１１０として
出力する。マルチパネル本信号分離部１１１は、実施形
態１と同様に、表示データ４から表示制御パラメータ部
分を抽出し、その中に含まれるウィンドウ表示位置情報
と、サブパネル情報信号１１０から、表示データ４が自
身で表示するデータかどうかを判別し、自身の表示デー
タならば、実施形態１と同様に、パケットモード表示有
効信号５６、パケットモード表示データ５７を、パケッ
トモード表示データ同期クロック５８に同期して出力す
る。自身の表示データでない場合、第２第３第４データ
有効信号９８、第２第３第４表示データ９９、第２第３
第４同期クロック１００を生成する。このとき、第１液
晶表示モジュール８８で表示した表示データ、及びデー
タ有効信号の部分は、そのまま出力しても良いし、マス
クして出力しない形としても良い。いずれにしろ、各液
晶表示モジュールでは、サブパネル情報と、ウィンドウ
表示位置情報から、自身に関係する表示データしか処理
しないためである。その他、データ拡大処理部６０、ア
ドレス処理部６１は、実施形態１と同様の動作である。
【００７７】図１３を用いて、サブパネル情報と、ウィ
ンドウ表示位置情報の詳細について説明する。
【００７８】図１３で、ウィンドウ領域１１６は、第１
画面１１２上にあるため、このままの大きさで表示する
場合、表示データは第１液晶表示モジュールのみで処理
することとなる。
【００７９】しかし、拡大表示領域１１７に示すような
表示を行う場合、拡大後のデータが各画面にまたがるた
め、拡大率から、ウィンドウ領域１１６内の表示データ
が、拡大後にどの画面に属することになるかを予め計算
し、その属する画面毎に、第１～第４画面領域データ１
１８～１２１に分割した領域を、各々の液晶表示モジュ
ールで処理するよう判別を行う。拡大後にどの画面に属
することになるかの計算は、外部情報処理装置から送ら
れてくるウィンドウ水平方向スタート位置４２とウイン
ドウ垂直方向スタート位置、ウインドウ拡大率４４と、
各液晶表示モジュールの液晶表示パネルの表示領域に基
づいて行われる。
【００８０】したがって、第１画面領域データ１１８は
第１液晶表示モジュール８８で処理され第１パネルウィ
ンドウ拡大表示１２６、第２画面領域データ１１９は第
２液晶表示モジュール８９で処理され第２パネルウィン
ドウ拡大表示１２７、第３画面領域データ１２０は第３
液晶表示モジュール９０で処理され第３パネルウィンド
ウ拡大表示１２８、第４画面領域データ１２１は第４波
晶表示モジュール９１で処理され第４パネルウィンドウ
拡大表示１２９となり、第１～第４液晶パネル表示１２
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２～１２５で構成される２５６０×２０４８ドツトのマ
ルチパネル上に、液晶パネルをまたがって拡大されたウ
ィンドウ表示を行うことが可能となる。
【００８１】（実施形態３）本発明の実施例の第３の形
態を、図面を用いて詳細に説明する。図面内で付した番
号が実施形態１、２と同様のものは、構成、動作が同様
であることを示す。
【００８２】図１４は本発明の一実施形態である液晶表
示装置の例である。
【００８３】図１４において、３はデータ有効信号、４
は表示データ、５は同期クロック、６は通信データ、７
は通信クロックであり、実施形態２と同様に従来モード
は扱わず、パケットモードのみについて説明する。１３
０は第１パネル表示制御部、１３１は第１パネルデータ
線駆動用信号、１３２は第１パネル走査線駆動用信号、
１３３は第１パネル格納・読出しコマンド信号、１３４
は第１パネル格納・読出しアドレス、１３５は第１パネ
ル格納データ、１３６は第２第３第４パネルデータ有効
信号、１３７は第２第３第４パネル表示データ、１３８
は第２第３第４パネル同期クロック、１３９は第１第２
パネル間通信データ、１４０は第１第２パネル間通信ク
ロック、１４１は第１パネル画面格納手段、１４２は第
１パネル画面読出しデータであり、第１パネル表示制御
部１３０は、実施形態２と同様に、通信データ６、第１
第２パネル間通信データ１３９を介して割り当てられる
パネルＩＤと、各々のＩＤが全画面のなかのどこにあた
るかを示す情報（以下サブパネル情報と呼ぶ）と、表示
データ４に付加されている表示位置パラメータに従っ
て、表示データ４が、自身のパネル（第１パネル）に表
示すべきデータであるかどうかを判断し、その場合は、
実施形態１と同様の拡大処理により、第１パネル格納・
読出しコマンド１３３、第１パネル格納・読出しアドレ
ス、第１パネル格納データ１３５を生成する。自身のパ
ネルのデータでない場合は拡大処理は行わずに、第２第
３第４パネルデータ有効信号１３６、第２第３第４パネ
ル表示データ１３７、第２第３第４パネル同期クロック
１３８として出力する。また、従来と同様に、第１パネ
ルデータ線駆動用信号１３１、第１パネルデータ線駆動
用信号１３２を生成する。第１パネル画面格納手段１４
１は、第１、第２の実施形態と同様のものである。１４
３は第１データ線駆動手段、１４４は第１データ線駆動
信号、１４５は第１走査線駆動手段、１４６は第１走査
線駆動信号であり、従来と同様に、後述する液晶パネル
に印加する電圧を生成し、第１パネル部分の表示を行
う。１４７は第２パネル表示制御部、１４８は第２パネ
ルデータ線駆動用信号、１４９は第２パネル走査線駆動
用信号、１５０は第２パネル格納・読出しコマンド信
号、１５１は第２パネル格納・読出しアドレス、１５２
は第２パネル格納データ、１５３は第３第４パネルデー
タ有効信号、１５４は第３第４パネル表示データ、１５
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５は第３第４パネル同期クロック、１５６は第２第３パ
ネル間通信データ、１５７は第２第３パネル閻通信クロ
ック、１５８は第２パネル画面格納手段、１５９は第２
パネル画面読出しデータであり、第２パネル表示制御部
１４７は、第１パネル表示制御部１３０と同様の動作に
より、第２パネルデータ線駆動用信号１４８、第２パネ
ルデータ線駆動用信号１４９、第２パネル格納・読み出
しコマンド１５０、第２パネル格納・読出しアドレス１
５１、第２パネル格納データ１５２、第３第４パネルデ
ータ有効信号１５３、第３第４パネル表示データ１５
４、第３第４パネル同期クロック１５５を出力する。第
２パネル画面格納手段１５８は、第１、第２の実施形態
と同様のものである。１６０は第２データ線駆動手段、
１６１は第２データ線駆動信号、１６２は第２走査線駆
動手段、１６３は第２走査線駆動信号であり、従来と同
様に、後述する液晶パネルに印加する電圧を生成し、第
２パネル部分の表示を行う。１６４は第３パネル表示制
御部、１６５は第３パネルデータ線駆動用信号、１６６
は第３パネル走査線駆動用信号、１６７は第３パネル格
納・読出しコマンド信号、１６８は第３パネル格納・読
出しアドレス、１６９は第３パネル格納データ、１７０
は第４パネルデータ有効信号、１７１は第４パネル表示
データ、１７２は第４パネル同期クロック、１７３は第
３第４パネル間通信データ、１７４は第３第４パネル間
通信クロック、１７５は第３パネル画面格納手段、１７
６は第３パネル画面読出しデータであり、第３パネル表
示制御部１６４は、第１パネル表示制御部１３０、第２
パネル表示制御部１４７と同様の動作により、第３パネ
ルデータ線駆動用信号１６５、第３パネルデータ線駆動
用信号１６６、第３パネル格納・読み出しコマンド１６
７、第３パネル格納・読出しアドレス１６８、第３パネ
ル格納データ１６９、第４パネルデータ有効信号１７
０、第４パネル表示データ１７１、第４パネル同期クロ
ック１７２を出力する。第３パネル画面格納手段１７５
は、第１、第２の実施形態と同様のものである。１７７
は第３データ線駆動手段、１７８は第３データ線駆動信
号、１７９は第３走査線駆動手段、１８０は第３走査線
駆動信号であり、従来と同様に、後述する液晶パネルに
印加する電圧を生成し、第３パネル部分の表示を行う。
１８１は第４パネル表示制御部、１８２は第４パネルデ
ータ線駆動用信号、１８３は第４パネル走査線駆動用信
号、１８４は第４パネル格納・読出しコマンド信号、１
８５は第４パネル格納・読出しアドレス、１８６は第４
パネル格納データ、１８７は第４パネル画面格納手段、
１８８は第４パネル画面読出しデータであり、第４パネ
ル表示制御部１８１は、第１パネル表示制御部１３０、
第２パネル表示制御部１４７、第３パネル表示制御部１
６４と同様の動作により、第４パネルデータ線駆動用信
号１８２、第４パネルデータ線駆動用信号１８３、第４
パネル格納・読み出しコマンド１８４、第４パネル格納
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・読出しアドレス１８５、第４パネル格納データ１８６
を出力する。第４パネル画面格納手段１８７は、第１、
第２の実施形態と同様のものである。１８９は第４デー
タ線駆動手段、１９０は第４データ線駆動信号、１９１
は第４走査線駆動手段、１９２は第４走査線駆動信号で
あり、従来と同様に、後述する液晶パネルに印加する電
圧を生成し、第４パネル部分の表示を行う。１９３は貼
り合わせ液晶パネル、１９４は第１パネル領域、１９５
は第２パネル領域、１９６は第３パネル領域、１９６は
第４パネル領域であり、貼り合わせ液晶パネル１９３
は、見かけ上は一枚の液晶パネルであるが、第１～第４
パネル領域１９４～１９６の４面に分割して各々駆動し
ている。本実施例では、第１～第４パネル領域１９４～
１９６が１２８０×１０２４ドット、したがって、貼り
合わせ液晶パネルの解像度が２５６０×２０４８ドット
として以下説明する。
【００８４】動作について説明する。
【００８５】図１４で、第２の実施形態と同様に、ま
ず、第１パネル表示制御部１３０が、パネルＩＤ“１”
であることを、第２パネル表示制御部１４７へ、第１第
２パネル間通信データ１３９を介して知らせる。以降、
第２パネル表示制御部１４７が、モジュールＩＤ“２”
であることを、第３パネル表示制御部１６４へ、第２第
３パネル間通信データ１５６を介して知らせ、第３パネ
ル表示制御部１６４が、モジュールＩＤ“３”であるこ
とを、第４パネル表示制御部１８１へ、第３第４パネル
間通信データ１７３を介して知らせる。全てのパネルＩ
Ｄは、各通信データを介して、ホスト側に転送され、ホ
スト側は、各パネルＩＤに対して、全体の２５６０×２
０４８ドットの画面のなかの、表示すべき１２８０×１
０２４ドットの領域をサブパネル情報として、通信デー
タ６を介して転送する。以上で、第１～第４表示制御部
１３０、１４７、１６４、１８１各々が、表示データ４
のなかの表示すべき表示データを判別することが可能と
なる。次に、第１パネル表示制御部１３０は、先に述べ
たサブパネル情報と、表示データ４に付加されているウ
ィンドウ表示位置情報から、表示データ４が自身で表示
すべきデータであるかどうかを判別し、表示すべきデー
タの場合は、データ有効信号３、表示データ４、同期ク
ロック５に従って、自身で表示動作を行うよう、実施形
態１と同様な拡大処理を行い、第１パネルデータ線駆動
用信号１３１、第１パネル走査線駆動用信号１３２、第
１パネル格納・読出しコマンド１３３、第１パネル格納
・読出しアドレス１３４、第１パネル格納データ１３５
を生成する。その他、第１パネル画面格納手段１４１、
第１データ線駆動手段１４３、走査線駆動手段１４５、
第１パネル領域１９４も実施形態１と同様に動作するこ
とにより表示を行う。表示すべきデータでない場合は、
第２第３第４パネルデータ有効信号１３６、第２第３第
４パネル表示データ１３７、第２第３第４パネル同期ク
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ロック１３７を出力する。第２パネル表示制御部１４７
は、先に述べたサブパネル情報と、表示データ４に付加
されているウィンドウ表示位置情報から、表示データ４
が自身で表示すべきデータであるかどうかを判別し、表
示すべきデータの場合は、第２第３第４パネルデータ有
効信号１３６、第２第３第４パネル表示データ１３７、
第２第３第４パネル同期クロック１３８に従って、自身
で表示動作を行うよう、実施形態１と同様な拡大処理を
行い、第２パネルデータ線駆動用信号１４８、第２パネ
ル格納・読出しコマンド１５０、第２パネル格納・読出
しアドレス１５１、第２パネル格納データ１５２を生成
する。第２走査線駆動用信号１４９は、第２走査線駆動
手段１６２の液晶パネルに対する接続方向が実施形態１
とは異なるため、液晶パネルの走査方向が実施形態１と
同様となるように、つまり、第２走査線駆動手段１６２
が、第１走査線駆動手段１４５とは逆方向に走査するよ
うに生成する。第２パネル画面格納手段１５８、第２デ
ータ線駆動手段１６０、第２パネル領域１９５は、実施
形態１と同様に動作することにより表示を行う。表示す
べきデータでない場合は、第３第４パネルデータ有効信
号１５３、第３第４パネル表示データ１５４、第３第４
パネル同期クロック１５５を出力する。第３パネル表示
制御部１６４は、先に述べたサブパネル情報と、表示デ
ータ４に付加されているウィンドウ表示位置情報から、
表示データ４が自身で表示すべきデータであるかどうか
を判別し、表示すべきデータの場合は、第３第４パネル
データ有効信号１５３、第３第４パネル表示データ１５
４、第３第４パネル同期クロック１５５に従って、自身
で表示動作を行うよう、実施形態１と同様な拡大処理を
行い、第３パネル格納・読出しコマンド１６７、第３パ
ネル格納・読出しアドレス１６８、第３パネル格納デー
タ１６９を生成する。第３パネルデータ線駆動用信号１
６５は、第３データ線駆動手段１７７の液晶パネルに対
する接続方向が実施形態１とは異なるため、表示データ
の並びが実施形態１と同様に左側から順となるように、
つまり、第３データ線駆動手段１７７が、第１データ線
駆動手段１４３とは逆方向にデータを並べるように生成
する。第３走査線駆動用信号１６６は、第３走査線駆動
手段１７９の液晶パネルに対する接続方向が実施形態１
とは異なるため、液晶パネルの走査方向が実施形態１と
同様となるように、つまり、第３走査線駆動手段１７９
が、第１走査線駆動手段１４５とは逆方向に走査するよ
うに生成する。第３パネル画面格納手段Ｉ７５、第３パ
ネル領域１９６は実施形態１と同様に動作することによ
り表示を行う。表示すべきデータでない場合は、第４パ
ネルデータ有効信号１７０、第４パネル表示データ１７
１、第４パネル同期クロック１７２を出力する。第４パ
ネル表示制御部１８１は、先に述べたサブパネル情報
と、表示データ４に付加されているウィンドウ表示位置
情報から、表示データ４が自身で表示すべきデータであ
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るかどうかを判別し、表示すべきデータの場合は、第４
パネルデータ有効信号１７０、第４パネル表示データ１
７１、第４パネル同期クロック１７２に従って、自身で
表示動作を行うよう、実施形態１と同様な拡大処理を行
い、第４パネル走査線駆動用信号１５３、第４パネル格
納・読出しコマンド１８４、第４パネル格納・読出しア
ドレス１８５、第４パネル格納データ１８６を生成す
る。第４パネルデータ線駆動用信号１８２は、第４デー
タ線駆動手段１８９の液晶パネルに対する接続方向が実
施形態１とは異なるため、表示データの並びが実施形態
１と同様に左側から順となるように、つまり、第４デー
タ線駆動手段１８９が、第１データ線駆動手段１４３と
は逆方向にデータを並べるように生成する。第４パネル
画面格納手段１８７、第４走査線駆動手段１９１、第４
パネル領域１９７は実施形態１と同様に動作することに
より表示を行う。
【００８６】したがって、第３の実施形態は、拡大処
理、画面格納処理については、第２の実施形態と同様の
動作であり、データ線駆動、走査線駆動が異なるだけで
ある。
【００８７】
【発明の効果】本願において開示される発明によって得
られる効果を簡単に説明すれば、以下のとおりである。
【００８８】更新したい領域の表示データに付加された
拡大率に従って拡大処理を行う拡大処理手段と、一画面
分の画面格納手段を液晶表示装置に設けることにより、
解像度の小さい表示画面を高精細液晶に表示する場合
に、表示データの転送レートを上げることなく、高精
細、大画面の表示が可能となる。
【００８９】また、拡大処理後の表示データを画面格納
手段に書き込むことにより、画面格納手段上の画面イメ
ージが、液晶パネルの表示イメージと同一となるため、
液晶パネルのラスタスキヤンに対応した簡略な読出しが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態１の表示装置のブロック図で
ある。
【図２】図１記載の表示制御部の内部構成の一実施例を
示すブロック図である。
【図３】本発明のパケットデータの一実施例を示す図で
ある。
【図４】本発明のパケットデータによる画像転送イメー
ジを示す図である。
【図５】図２記載の拡大制御部の内部構成の一実施例を
示すブロック図である。
【図６】図５記載の本信号分離部の動作を示す図であ
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る。
【図７】図５記載のデータ拡大処理部の動作を示す図で
ある。
【図８】本発明のパケット転送から拡大表示までの画像
イメージの流れを示す図である。
【図９】本発明の実施形態２の表示装置のブロック図で
ある。
【図１０】図９記載の液晶表示モジュールの内部構成の
一実施例を示すブロック図である。
【図１１】図１０記載のマルチパネル表示制御部の内部
構成の一実施例を示すブロック図である。
【図１２】図１１記載のマルチパネル拡大制御部の内部
構成の一実施例を示すブロック図である。
【図１３】本発明におけるマルチパネルでのウィンドウ
拡大表示の概念を示す図である。
【図１４】本発明の実施形態３の表示装置のブロック図
である。
【符号の説明】
１…垂直同期信号、２…水平同期信号、３…データ有効
信号、４…表示データ、５…同期クロック、６…通信デ
ータ、７…通信クロック、８…表示制御部、９…データ
線駆動用信号、１０…走査線駆動用信号、１１…格納・
読出しコマンド信号、１２…格納・読出しアドレス、１
３…格納データ、１４…画面格納手段、１５…画面読出
しデータ、１６…データ線駆動手段、１７…データ線駆
動信号、１８…走査線駆動手段、１９…走査線駆動信
号、２０…液晶パネル、２１…パラメータ制御部、２２
…パラメータデータ、２３…パラメータアドレス、２４
…パラメータライトストローブ、２５…拡大制御部、２
６…データ転送エラー信号、２７…拡大表示データ、２
８…拡大表示データアドレス、２９…拡大制御部、３０
…格納タイミング信号、３１…液晶パネル表示データ、
３２…液晶表示信号生成部、３３…第１パケット、３４
…第２パケット、３５…第３パケット、３６…先頭信
号、３７…本信号、３８…終了信号、３９…ウィンドウ
ＩＤ、４０…本信号タイプ、４１…本信号アドレス、４
２…ウィンドウ水平方向スタート位置、４３…ウィンド
ウ垂直方向スタート位置、４４…ウィンドウ拡大率、４
５…ウィンドウ表示データ、４６…全体画面、４７…ウ
ィンドウ領域、４８…ウィンドウ領域スタート位置、４
９…パケット領域、５０…パケット領域スタート位置、
５１…パラメータ格納部、５２…データ転送モード信
号、５３…データ拡大率、５４…データ表示位置、５５
…本信号分離部、５６…パケットモード表示有効信号、
５７…パケットモード表示データ、５８…パケットモー
ド同期クロック、５９…パケットモードパラメータ。
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